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大
阪
在
住
の
芸
術
家
フ
ァ
ミ
リ
ー

誌
許
髄
岩
見
沢
で
制
作
の
会
心
作

【
岩
見
沢
】
大
阪
府
枚
一
方
市
在
住
の
画
家
伊
吹
描

さ
ん
（
4
2
）
と
妻
で
陶
芸

家
の
尚
子
さ
ん
（
坐
、

長
男
の
苦
く
ん
（
1
0
）
が

市
内
に
滞
在
し
な
が
ら
作

品
制
作
す
る
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
デ

ン
ス
I
N
岩
見
沢
」
　
（
実

行
委
主
催
）
で
完
成
さ
せ

た
絵
画
や
陶
芸
作
品
が
現

在
、
ま
な
み
ー
る
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

拓
き
ん
は
対
角
線
の
長

三
台
6
0
㌢
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8
0

二
一
へ
こ
こ
、
之
一
°
に

二
軍
▲
一
六
二
、
軍
一
二

一
一
二
　
＝
室
－
誓
言
一

三
二
二
一
∵
三
三
三

一
」
涯
彩
絵
の
具
を
塗
一
ノ
た

抽
象
画
を
制
作
。
尚
子
さ

ん
は
岩
見
沢
で
見
た
花
や

烏
な
ど
の
絵
を
あ
し
ら
っ

た
陶
器
約
4
0
点
を
作
り
、

普
く
ん
も
段
ボ
ー
ル
に
絵

を
描
い
た
。

ひ
し
形
パ
ネ
ル
は
正
面

か
ら
入
っ
て
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー
の
左
側
の
壁
面

に
、
ア
ク
リ
ル
板
は
正
面

と
右
側
の
2
階
の
窓
に
、

そ
れ
ぞ
れ
色
合
い
や
バ
ラ

ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
設

置
。
尚
子
さ
ん
の
陶
器
や

苦
く
ん
の
絵
は
、
市
民
の

作
っ
た
陶
器
な
ど
と
一
緒

に
壁
面
の
前
に
並
べ
て
い

る
。
観
覧
無
料
で
、
展
示

期
間
は
8
月
3
1
日
ま
で
。

3
人
は
7
月
2
5
日
1
8

月
日
日
ま
で
、
市
民
や
宕

教
大
生
と
交
流
し
な
が
ら

栗
沢
町
上
幌
の
上
腕
集
会

所
や
ま
な
み
ー
る
で
菅
田

を
制
作
し
た
。
拓
さ
ん
は

「
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
拍
で
き
た
」
、
尚

子
さ
ん
は
「
学
生
ら
と
過

ご
し
た
時
間
が
楽
し
か
っ

た
」
、
普
く
ん
は
「
い
い

思
い
出
に
な
っ
た
」
と
話

し
た
。
【
末
永
直
樹
】

無
償
で
塗
り
替
え
奉
仕

塗
装
業
組
合
に
感
謝
状

【
岩
見
沢
】
J
R
岩
見

沢
駅
前
の
歩
行
空
間
に
あ

る
木
製
塁
模
「
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一
一
つ
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ウ

亨
／
－
三
二
三
軍
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㌢
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一
二
一
三
三
三
三
善
ニ

ー
ー
三
茎
写
霊
長
一
言

対
し
て
、
松
野
醤
市
長
か

5
日
、
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
＝
写
真
＝
。

さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動

を
展
開
し
た
同
組
合
が
、

警
姿
宝
器
糞
窒

窒
三
三
一
一
竜
三
一
一
、
工

、
三
一
二
三
い
9
一

三
二
三
三
三
ヰ
三
二

製
施
設
や
千
樹
種
、
ガ
ー

デ
ン
テ
ラ
ス
、
山
七
公
園

な
ど
で
活
動
。
カ
バ
ー
ド

ウ
オ
ー
ク
の
塗
り
替
え

は
、
昨
年
か
ら
の
2
年
間

で
完
了
さ
せ
た
。

雲
呑
一
、
つ
習
三
一
へ

r
一
挙
二
三
二
三
）
三
二

蔓
三
三
三
－
妻
曇
り

蓄
え
て
も
ら
え
る
の
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
。
工
藤
雲
罠
は
「
公

共
施
設
は
市
民
の
財
産
で

あ
り
、
腐
食
や
劣
化
を
防

ぐ
た
め
、
今
後
も
我
々
の

技
術
を
役
立
て
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

【新田一覧】

軸
は
H
e
的

日
の
出
サ
マ
ー
フ

縁
日
や
△

【
岩
見
沢
】
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